
令和２年度「県政モニター」テーマ通信 

～「動物愛護管理の推進ついて」アンケート結果～ 

 

【調査目的】 

動物愛護管理に関する意識や実態を把握し、動物愛護管理推進計画見直しの参考とする 

【回答者数】 

  １０５名／１５６名（回答率６７.３％） 

 
【集計結果】 

Ⅰ はじめに 

問１ あなたの性別をお答えください。   問２ あなたの年齢をお答えください。 

 
 

Ⅱ 動物との関わりについて 

問３ あなたは動物が好きですか。 
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問４ 動物の飼い方に関する情報は、どのような方法で入手しますか。 

 
 

問５ 大分県では、引き取った犬や猫を、もらいたい方に譲渡していることを知っていますか。 

 
 
問６-１ 大分県では、犬のしつけ教室、動物愛護フェスティバル、飼育体験教室などの啓発事業を実施して  

いることを知っていますか。 

 
 

問６-２ 知っている行事名をご記入ください。 

行事名 人数 

犬のしつけ教室 2 

飼育体験教室 1 

親子ふれあいフェスタ 1 

行事名はわからない 7 
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問７ 現在、あなたの家庭では、動物を飼育していますか。 

 

 

Ⅲ 動物を飼っていない方への質問 

問８ 飼わない理由は何ですか。 

 
 

問８「その他」の具体的な回答 人数 

飼っていた犬が亡くなったため 2 

飼いたかったが、孫が産まれたから 1 

アレルギーがあるから 1 
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猫

ウサギ
モルモット、ハムスター

その他の哺乳類
小鳥

その他の鳥類
カメ

その他の爬虫類
金魚

その他の魚類
哺乳類、鳥類、爬虫類、魚類以外の動物

何も飼育していない

人

0 5 10 15 20 25 30

動物が死んで、つらい思いをするのが嫌だから

動物を飼えない住宅環境だから

長期外出できないから

世話をする時間がないから

最後まで世話をできない可能性があるから

家族が反対するから

近所への迷惑や、近所からの苦情が心配だから

動物の飼育方法をよく知らないから

自分が動物嫌いだから

転居する可能性があるから

動物病院の治療費が高いから

日常の飼育管理にお金がかかるから

亡きがらを処理することができないから

動物が高価だから

その他

人



Ⅳ 犬や猫を飼っている方への質問 

問９ 犬や猫を飼い続けることに関して心配していることは何ですか。 

 

 

問 10 あなたがどうしても犬や猫を飼い続けることができなくなり、友人や知人にも引き取ってもらえな 

かった場合、どうすると思いますか。 

 

 

問 11 犬や猫はどこで入手しましたか。 

 
 

 

 

 

0 2 4 6 8 10

動物の病気や死亡によりつらい思いをするのではないか

転居や加齢により世話ができなくなるのではないか

何も心配していない

飼うのが嫌になるのではないか

近隣に迷惑がかかるのではないか

その他

人
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その他

人
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人



問 12-１ 飼っている犬・猫の性別はどちらですか。  問 12-２ 避妊・去勢手術は実施していますか。 

 
 

問 12-３ 避妊・去勢手術を実施しない理由は何ですか。 

理由 人数 

必要だと思わないから 2 

子犬や子猫を生ませたいから 1 

かわいそうだから 1 

生後２ヶ月なので、今後実施予定 1 

 

 

 

問 13-１ 所有明示（所有者がいると判る措置）をしていますか。 

 
 

問 13-２ 所有明示をしない理由は何ですか。 

理由 人数 

室内で飼っているので、必要ない 8 

特に理由はない 3 
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Ⅴ 犬を飼っている方への質問 

問 14 狂犬病予防注射をしていますか。 

 

 

問 15 犬を飼う上で、気を付けていることはありますか。 

 

 

問 16 犬を飼って、困っていることはありますか。 
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88%

毎年は実施していないが、
複数回実施している

6%

1回も実施したことがない
6%

0 5 10 15

犬を放さない

鳴き声や吠える声

糞の片づけ

犬から人へ感染症

抜け毛の飛散
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人を咬んだ
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人



Ⅵ 猫を飼っている方への質問 

問 17 猫を飼う上で、気を付けていることはありますか。

 

 

問 18 猫を飼って、困っていることはありますか。 

 

Ⅶ 災害時に備えた対策 

問 19 地震や豪雨などの災害時に備えて、飼育している動物のためにどのような対策をしていますか。 
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人

0 5 10 15 20

餌や飼育に必要な物品の備蓄
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その他

人
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人



Ⅷ 犬や猫から受けた被害について 

問 20 最近、犬から被害を受けましたか。 

 

 

問 21 最近、猫から被害を受けましたか。 

 
 

問 21「その他」の具体的な回答 人数 

所有物を傷つけられる 1 

猫のノミによる被害 1 
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犬を捨てられた
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人
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被害を受けていない

糞や尿をされた、悪臭がする

鳴き声がうるさい

ゴミや食べ物をあさられた

畑や庭を荒らされた

抜け毛が飛んでくる

野良猫が家の敷地内で子猫を産んだ

猫を捨てられた

咬まれた、追いかけられた

その他

人



問 22 犬の飼い主に望むことは何ですか。 

 
 

問 23 猫の飼い主に望むことは何ですか。 

 
 

問 24 犬や猫に関する苦情を減らすために有効な手段はどれだと思いますか。 

 
 

問 24「その他」の具体的な回答 人数 

放置猫の捕獲と避妊処置 1 

0 10 20 30 40 50 60 70

散歩の時の糞尿の処理

放し飼いをしない

捨て犬をしない

うるさく鳴かないようにする

特にない

その他

人

0 10 20 30 40 50

捨て猫をしない

室内飼育

糞尿の処理

野良猫に餌を与えない

飼い猫か野良猫か区別できるようにする

特にない

車を傷つけたり、物を壊したりさせない

うるさく鳴かないようにする

その他

人

0 10 20 30 40 50 60

飼い主が適正飼育に努力する

行政機関による指導や取締りの強化

法律や条例の罰則の強化

新聞、テレビ、広報誌などによる積極的な広報

しつけ教室や適正飼育講習会などの実施

動物愛護教育の充実

地域で協力して適正飼育に取り組む

ボランティアによる啓発活動や飼い主へのアドバイス

動物愛護に関するイベントの開催

その他

人



Ⅸ 犬や猫の致死処分について 

問 25-１ 大分県では、令和元年度１年間に約 2,271 頭の犬や猫が致死処分されていることを知っていましたか。  

 
 

問 25-２ 毎年、犬や猫が致死処分されている原因は何だと思いますか 

 
 
問 25-３ 犬や猫の致死処分頭数を減少させるために有効な手段はどれだと思いますか。 

 

おおよその頭数も含めて知っていた
10%

知っていたが、それほど多いとは
思わなかった

73%

知っていたが、思って
いたよりも少ない

3%
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捨て犬や捨て猫

十分に考えずに犬や猫を飼い始めること

避妊・去勢手術の不徹底

飼い主のいない猫へのエサやりによる過剰繁殖

犬の放し飼いや猫の屋外飼育による望まない繁殖

所有明示をしていないこと

販売業者が十分な説明をせずに販売すること

行政による飼えなくなった犬や猫の安易な引取り

その他

人
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避妊・去勢手術に対する補助
捨て犬や捨て猫に対する法律や条例の罰則強化

飼い主が適正飼育に努力する
捨て犬や捨て猫に対する行政機関の指導や取締り強化

マイクロチップ挿入の義務化
保護・収容した犬猫に関する積極的な情報提供

地域猫活動の推進
メディアなどによる積極的な広報

動物愛護教育の充実
行政やボランティアによる譲渡事業の積極的な開催

しつけ教室や適正飼育講習会などの実施
地域で協力して適正飼育に取り組む

動物愛護に関するイベントの開催
ボランティアによる啓発活動や飼い主へのアドバイス

その他

人



 

問 25-３「その他」の具体的な回答 人数 

本当に犬猫を飼いたい人が飼うべき 1 

保護情報を詳しく、機会を多くする 1 

動物に対する人間同等の愛情が人間にあれば致死処分はなくなる 1 

致死処分をやめて飼育場を作り、実態を見学できるようにする 

希望者には譲渡もする 
1 

 
 

Ⅹ 今後の動物愛護管理に関する取組について 

問 26 今後、行政は動物に関してどのような取組を強化するべきだと考えますか。 

 
 

問 26「その他」の具体的な回答 人数 

適正飼育を強制できるよう法律、条令を整備する 1 

避妊去勢だけでなくワクチンなども補助してほしい 1 

行政に処理を委ねるのではなく人間がもっと動物に愛情を持つこと 1 

 
 
 
 
 
 

0 10 20 30 40 50 60

犬の登録・狂犬病予防注射の推進

飼えなくなった犬や猫の引取を求める飼い主への指導

動物取扱業者への指導

行政が引き取ったり保護したりした犬や猫の譲渡事業

飼い犬や飼い猫に対する避妊・去勢手術への補助

放浪している犬の保護

動物を虐待していると思われる飼い主への指導や取締り

危険な動物を飼育する人や施設への監視

飼い主のいない猫に対する避妊・去勢手術への補助

犬や猫の正しい飼い方を教える講習会の開催

飼い主のいない猫に餌を与える人への指導や取締り

地域猫活動の推進

犬のしつけ教室の開催

動物愛護フェスティバル等の動物愛護イベントの開催

その他

人



問 27 動物愛護に携わるボランティアにしてもらいたい活動はどれですか。 

 

 
問 28 そのほかに動物愛護に関するご意見がありましたら、ご記入下さい。 

【主な意見】 

動物愛護も大事ですが、農業の現場では鳥獣被害がわたしの経営の中だけでも百万円を超える年が少なくありません。
人間の生活が脅かされている事態である事を広く認識してもらいたい。 

ペットショップでの生体販売に反対です。ペットショップの数を減らし生体販売を規制すれば、保護犬や保護猫を飼い
たいという人が増えると思われます。 
http://doubutsu2020.com/ 
世界的にも生体販売は廃止に向かっています。大分県も動物愛護の先進県として是非取り組んで頂きたいと思います。 
また、県や保護団体で必要な物（エサ・ペットシート・タオル・毛布など）を寄付出来るならしたいと思っています。
市報や県の広報誌などで募集してくれたら送りやすいと考えます。 
同じように、県の広報誌に譲渡犬や猫の写真を乗せて貰い手を募集するなども良いと思います。 
保護犬・猫を譲渡で貰い受けて虐待する人もいると聞きます。責任持って面倒を見られる人かどうか、何度も貰いに来
ていないか確認はしているのでしょうか？身元の確認は必要だと思いますし、そのデータは団体間で共有されているの
でしょうか。 
動物も人間も幸せに共存する大分県であってほしいです。小さな命が失われてはいけないと思います。動物保護の取り
組みについて興味があったので、モニターで意見を募集して頂いて感謝します。よろしくお願いいたします。 

内は、猫を代々飼っております。いまの猫は、元々うちの近くに捨てられていた子猫でした。猫も犬も私と同じ生き物
です。だから、捨てたりせず、大事に育てて欲しいと思います。猫や犬の飼い主の方にはそう言いたいです。 

動物愛護及び管理に関する法律で、改正された部分を犬や猫飼育舎・また販売者等に良く判るように指導することをお
願いします。動物の習性・性格等しっかりと理解して、飼うからにはその動物の命がおわるまで責任を持つこと、動物
が健康でしかも他の人に危害を加えないように責任を持つことなど注意も必要かと思います。また飼育していない人が
野良猫等に餌を与え、無責任な行動をしなしように広報する。県の動物愛護管理推進計画が新しく定められたら、販売
者。飼育者はもちろん、各家庭にも配布して、動物について、考えさせるひとつの辞書になることを願います。 

おおいた動物愛護センターの取組みや情報、果たしている役割などをもっと積極的に発信していくべき。 

致死処分しながら、動物愛護はないと思う。 
野良犬・野良猫を保護するとともに、動物の適正飼育を強制できるよう制度を整備するのがいいのではないか。今のや
り方では切りがないような気がする。なお、野良猫に餌をやる人が全くいない世の中の方が怖いと思う。 

飼い主が責任を持つ 
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飼い主のいない犬や猫などの譲渡活動

犬や猫の正しい飼い方を教える講習会や啓発活動

避妊・去勢手術の啓発活動

行政機関が保護・収容している犬や猫の世話

犬のしつけ教室の開催

動物愛護フェスティバル等 イベントの開催又は参加

地域猫活動

ミルクボランティア

その他

人



・海外のようにアニマルポリスの創設 
・県独自の新規条例をつくり、取り締まりの強化、虐待行為などに対しの厳罰化で、「命」の尊さを重んじる。 
・動物園の様な県営の犬猫園の開園する 
・飼えなくても犬猫が好きな人は多いので、入場料、有料出張（こども園や福祉施設）、クラウドファンディングなど
で運営を試みる。 

多くの犬、猫の不幸な事が良く分かりました。 
人に優しい！！動物にも優しい！！愛情いっぱいの大分県に！！ 
今以上、皆で温かい心配りをしたいですね！！ 

もっと分かりやすいことばで、日常の情報の中で知りたいです 

高齢者の方などの犬の散歩のボランティアなどできそうなのでそのような企画があれば参加したい。 

動物飼育に関する法令や補助などはまだまだ薄いような気がする。人々が飼育にあたり責任を持って飼うにはどうした
らいいかをきちんと取り締まる必要があると思う。ペットショップなどきちんと誓約書を書かせるなど飼うときにはシ
リアルナンバーのようなものと引き換えに取引・ケアをする。 

動物は可愛いと思うが家族全員アレルギーがあるため、散歩中もつないで歩いて欲しい。責任をもって周囲の方にかわ
いがってもらえるような飼い方をしてほしい。 

最近は捨て犬や猫が少なくなってきている。市の広報版に迷い犬の掲示がされ、その数も減ってきている。 

飼い方を守っている人、そうでない人と別れているように思う。今飼っている人、これから飼おうと思う人への啓発の
大切さを痛感している。 

動物愛護は良く耳にしているが何か活動したことはなかった。経済的な理由で最後まで世話ができなかったり、仕事や
家庭の事情なあど解決出来る物は解決した方がいいと思う。 

杵築駅近くの県道で車にひかれていた猫が死んでいた。そのままよけて通り過ぎ、その後その前を通ると道端でこっち
をみる猫と目があい悲しくなった。 

昼間は猫をみかけないが夜犬猫を放飼いしている人がいるとしたら学校や家庭の遊び場等におしっこなどをして大変衛
生面に問題があり、正しい飼い方を教える必要性を感じる。私事ですが我が家の小型犬は外では絶対排泄しない、帰着
して必ずシートにする。 

放飼いしている飼い主の近くの電柱に放飼い禁止の看板を取り付ける、自覚と責任のない飼い主は毎月の市報、テレビ
広報で繰り返すしかない。 

野良犬や野良猫より畑を荒らすイノシシに困っている。どこの百姓もイノシシ、シカの害で困り果てているので、用心
のために犬は 1 頭欲しいなと考えている。 

避妊・去勢手術の徹底を願う。 

犬猫を飼っている人は最後まで責任を持って飼う事要望。 

飼う以上はその動物の生態もしっかり勉強し動物の身になって常に考える「教育の場」が要る。人間にとって動物は役
立ち必要。飼い主が高齢で飼えなくなったときの対応策をもっと詳細に知らせて欲しい。 

自分たちが飼える範囲でしっかりお世話をしていかないといけないと思う。数が増えれば放飼いや人に迷惑をかけてし
まうので飼い主は責任を持って最後まで飼って欲しい。動物に罪はないと思うので飼い主の自覚をしっかりもってもら
うよう指導も大事だと感じる。 

日本テレビ系列の「ILOVE みんなの動物園」など動物に関するテレビ、ラジオ、イベントに参加し興味を持って責任感
を持って接すれば問題減少につながると思います。 

一時的に飼いたい人ではなく、本当に好きな人が飼うべきと思う。 

近年イノシシが出没して困っている。何かいい方法はないか。 



動物を飼いたいと思ってもお金がかかる。避妊去勢手術が面倒くさい人がいるので飼う人に義務付けて行うようにして
ほしい。 

マスコミは可愛いペットの特集しか取り扱わないが、放し飼いの猫による被害に悩まされている家庭が相当ある 

ペットも生物だから家族として最後まで看取って欲しい。 

責任を持てないなら飼うべきではないということを強く主張していかないと致死処分はなくならない。 

経済が厳しくなって来た今、過剰に着飾ったペットなど見ると世の中のアンバランスを見せつけられ気持ちがざわつ
く。共生共存が昔の様な関係で無く主従逆転している場面が滑稽に見える時がある。 

捕獲している動物の情報を積極的に外へ流して欲しい。譲渡条件の見直しも検討して欲しい。高齢者への譲渡と、もし
死んだ場合の引取など。 

責任を持って飼育して欲しい。 

おおいた動物愛護センターの譲渡会はオープンな感じがするがその他の市では特に情報が乏しく暗いイメージがある。
最後まで看取る覚悟のある方を判断できるかどうかが難しいですが、市のイベント等がある時に譲渡会コーナーを設け
たら少し助かる命があるのではないか。 

我が家の両隣に犬と猫が飼育されている。犬は放し飼いしていないので余り被害はないが、猫は去勢されてなく放し飼
いで倍倍で増えている。行政の被害状況等の把握をして貰いたい。 
犬、猫には責任が無い、飼い主が常識ある（責任）行動をとって貰いたい 

ペットを飼うことはアニマルセラピーで高齢者には必要だが、お互いの寿命が心配です。好きだから、可愛いから、生
甲斐だからと飼ってはいけません。 
毎朝のグランドゴルフ場の公園に朝行けば、真ん中や、木の根元に犬糞をさせっぱなし、故意か面倒くさいのか現場を
見つけられないので大変困って不快です。何か良い方法は無いでしょうか？ 

犬や猫も家族の一員なので、飼うなら最後まで責任が伴う。行政指導の徹底も不可欠。大変だと思うが、地域の高齢者
団体と協力すれば成果が上がると思う。 

地域猫活動はこれからもっと続けることになると思う。最近は猫ブームとやらで飼い猫の自慢話を聞いたり、映像で見
せられていますが、いずれ高齢化した猫たちは人間と共存できる範囲が絞られると思うので、地域猫活動には賛同。 

地域猫活動はこれからもっと必要になると思う。猫ブームでテレビのニュース番組の冒頭にまで可愛らしい映像が登場
している。いずれ高齢化した猫は年限のお荷物になることもあると思う。地域猫活動は賛成し応援する。 

ペット購入時に、責任を持って飼うことを約束する書面などがあるといいと思う。またペットを飼う前に、子どもの里
親制度のような審査があってもいいと思う。 

地域猫活動は素晴らしいと思うので、動物愛護の観点から頑張って広げてほしい。未来の子どもたちに命あるものの存
在と尊さを広げてほしい。 

保健所が簡単に引取り過ぎる。 

 


